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５月８日 全校集会 ～まずは自分でできることから～ 

 

 ゴールデンウィークも終わり、体も気持ちも少し疲れてきた児童が多くなる時期

です。これは大人もまんざらではありません。そこで、今月の全校集会は、初心に

戻るべく、４月当初に立てた目標をもう一度思い返しながら、大谷翔平選手の目標

の立て方を参考に「まずは自分でできることから」というテーマで話をしました。 

 今やスポーツ界では最も有名な日本人と言っても過言ではない大谷翔平選手。大

谷選手は、高校１年生の時に、高校を卒業するまでの目標を「マンダラチャート」

というものを活用して細かく決めていました。 

 やり方はそれほど難しくはありません。下の図のような９個のマス目を書いて、

まずは真ん中に一番かなえたい目標を書きます（図①）。次にその目標をかなえる

ために必要なことをまわりの８個のマスの中に書きます（図②）。さらに、８個の

マスに書いたことを真ん中にしたマス目を用意して、それぞれにまた８個の必要な

ことを書き出します。すると、全部で８１個のマス目でできたマンダラチャートが

できあがります（図③裏面）。これによって、中央の目標をかなえるために必要な

ことが、細かく書き出されるわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

図①                   図② 

 

 その中で注目したのは「運」です。運というと幸運や偶然が重なることで、自分

では変えられるものではないように思われがちです。しかし、大谷選手はそのよう

には考えませんでした。運を良くするためには、「まわりの人が笑顔になることを

すれば、自分の運もよくなる。」と考えたのです。そこで、大谷選手は、まわりの

人を笑顔にするためにできる８個のことを考えました（図③を参照）。 
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図③（大谷選手がつくったマンダラチャート） 

 

 審判さんへの態度を、家族や地域の人、先生への態度に置き換えれば、あげられ

た８個すべてが、家庭や学校生活の中でできることばかりであることに気がつきま

す。しかも今からでもすぐに始められるようなことばかりです。大谷選手は、身近

なことに周りの人を笑顔にするヒントがあることや、自分でできることからはじめ

ることの大切さを教えてくれたのかもしれません。 

今では、中央に書いてあった目標以上の快挙を成し遂げた大谷選手をまねて、み

なさんも「まずは自分ができることから」はじめてみてはどうでしょうか。まわり

の友だちや家族、地域の人や先生たちを笑顔にすることができれば、いつしか運も

味方にして、自分自身の目標以上のことを達成することができるかもしれません。

いや、ここにいる綿っ子ならきっとできるはずです。 


